
　耐震工学の教科書や耐震の解説には、地震が発生すると物には慣性力という外力が作
用すると書かれています。超高層ビル、原子力発電所、新幹線高架橋から木造住宅まで、
これで設計されています。しかし、慣性力は、実在する力ではなく、動くところから見る
と、止まっているものでも動いて見えるという現象を数式で表したときに生ずる項に過
ぎません。英語は、fictitious force（架空の力）です。
　構造物の各部分は、慣性力によって揺れているという耐震計算と耐震基準は、基本に
なる力が架空のものですので、これに従って、柱や壁の設計をしたり、鉄板を巻いたり、
鉄骨ブレースで補強したり、免震・制振装置を入れることと、現実の安全性や使用性が
結び付かないのは当然です。むしろ、逆の結果を招くことがあります。耐震補強をしてい
ない旧基準建物や、耐震計算をしていない伝統木造で、激震地で無被害のものが多くあ
ります。そもそも、新耐震基準は、大地震では構造物が使えなくなっても命が助かればよ
いという基準ですが、これでは、生活や事業ができなくなります。
　本年は、関東大震災から 100 年です。現在の東京や大阪には、当時とは比較にならない
程の密度と高さの構造物が林立しています。東京を大地震が襲えば、群衆雪崩、未治療
死、火災旋風、化学工場の爆発、地震洪水、水の備蓄不足、そして、円・日本株の暴落、経済
崩壊につながると報じられています。ミサイル、あるいは大規模なテロ攻撃でも同様で
しょう。
　私たちは、上記の問題を前にして、20 年余りに渡って、大地震は、実際には構造物にど
のような作用を及ぼすのか、安全性と使用性を維持するは、どのように設計したらよい
か、どのような材料で作り補強したらよいか、どのような方法で性能を調べられるかを
追求した結果を、収震と題して 2022 年 12 月に出版しました。今回は、この本の主題で
ある地震が構造物に及ぼす作用は実際にはどのようなものか、収震とは何か、そして、こ
れを高める方法と効果について、一般の方々にご理解いただけるようにご説明します。
　本セミナーが、世界で最も厳しい地震、気象、経済、地域情勢の中で、東京、大阪などの
大都市、そして我が国を、安全で快適な街と国にすることへのきっかけになることを願
っております。
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